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図1疎水性の制御された表面間に水中で働く引力の距離依存性
F:表面力､ R:表面の曲率半径､ 上に行くほど引力が強くなる｡
曲線a,a':水の接触角96度､水との界面張力40mN/mの疎水性の大きい表面間に働く引力｡
曲線b :水の接触角82度､水との界面張力20mⅣ皿の疎水性の小さい表面間に働く引力｡
表面間距離P)>10m -20nmの遠距離域では､疎水性の弱いb表面間に働く引力が疎水性の強いa,a'表
面よりも強く､また遠方から観測される (aは60nmから､ bは90nmから)0
一方､近距離域 (D<10-20nm)では､遠距離域で観測された引力より1-3桁も大きく､且つ距離
の減少とともに急激に大きくなる引力が働く¢部分)0b表面では5nm以下にならないと近距離域の大
きな引力が働かず､a表面間に比較し引力は小さくなる｡このように近距離域では､遠距離域で見ら
れた力の大小 関係等は逆転し､疎水性の強い表面間にずっと強い引力が働くようになる｡表面
間距離ゼロ (D=0:縦軸にa.bの矢印で示した強さで両表面が接着している)では引力は丁度界面
張力と等しくなる｡
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